
令和６ 年 5 月 日

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所 A‐style工房・株式会社太陽

実施日程 令和５年４月から令和６年３月 活動の様子の写真

実施した利用者の知識・能力向上に係る実施の概要 成果物の写真

活動内容の追加コメント

利用者数　等 ５～６名

＜目的＞

利用者の知識・能力向上に係る実施のねらい

利用者にとってのメリット

他者とのコミュニケーションをとることの重要性を理解する。

＜成果＞

実施した結果 得られた成果

課題点

働くことへの意欲・技術の向上が見られました。

箱リーダーさんの技術は特に素晴らしく、自社内職さんたちよりもきれいに折れているという評価を受けました。

大変でしたが、皆で協力して効率よく作業できるようになりました。箱折りばかりではてが痛くなってくるのでその時には、仕切りを折る人と

交代で作業したりと臨機応変に対策を考えることができるようになりました。

体力がついていけるか不安でしたが、見守られながら頑張ることができました。

失敗してもきつく責められることなく、次は失敗しないように慎重に頑張ろうなどと、周りが声をかけてくれたので、最後まで頑張ることがで

きました。納品にいく際も一緒に行って、企業の担当者と話をすることで、作業員という自覚を持って取り組むことができました。

利用者からの意見・評価

住　所 大阪府富田林市甲田3‐2‐3 管理者名 中図　健

連携先の企業や事業所等の意見または評価

電話番号 070-5434-9550 対象年度 令和５年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

利用者同士で連携を取りながら、請け負った仕事を、最後まで丁寧にかつ的確に、納期

までに確実に納品できるようにする。

利用者同士でコミュニケーションを取りながら、お互いに得意なことを伝えあい、作業効率をあげ

ることができ、さらに多くの作業に取り組むことができた。その中でも箱を得意とする人がリー

ダー的存在となって、皆を励ましたり、丁寧に折り方を教えたりと、作業しやすい雰囲気を作るこ

とができた。

株式会社太陽からの依頼で箱折り作業を行う。１回の

請負枚数1,000枚程度、1～2日で納品

連携先企業（担当者） 株式会社太陽　松本氏

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 A‐style工房 事業所番号 2714902166

箱折り作業が続くと手が痛くなる利用者が出てくる。広い作業場所の確保が必要。

様式２


